
恐竜の顔は馬面だった！？

恐竜の鼻の下は短く、顔はどちらかというと馬面に近かったー。恐竜の鼻の穴はこれまで考えられた場所よりも口元に近い所にあり、図鑑や映画などでなじみのあるイメージが変わる可能性のあることが、米オハイオ大の研究からでわかった。三日付の米科学誌サイエンスに発表する。
化石しか残っていない恐竜の鼻については、骨に開いた穴（骨鼻孔）の位置から想像するしかない。このため、鼻の穴は、目と目の間など頭頂部に近い側にあったと考えられた種をはじめ、口元から離れたところに多くの種があったとみられていた。
　同大のＬ・ウィットマー博士は鳥やワニ、トカゲなど恐竜に近い生物四十五種の鼻の構造をもとに、いくつかの恐竜の化石頭骨に残された溝や穴の立体構造などから鼻の穴の位置や形を推定。その結果、恐竜の鼻の穴は口元側にあり、鼻のように穴を取り巻く組織があったとわかった。同博士によれば、下向きの鼻でないと、外から異物が入り込んでも、排除できず、脳へ向かう血液の冷却などに機能を発揮できないという。これは肉食恐竜も草食恐竜も共通の特徴で、多くの恐竜の顔つきが変わるとしている。

